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電解水衛生環境システム

守る水
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洗浄&除菌。細菌への防衛力。

電解水衛生環境システム

日には見えなくても、私たちが暮らす日常空間には様々

な細菌が潜んでいますЭその対策として有効な手段が、左

と水で電気分解 して生成する「電解水13洗浄力の
~ア
ルt

り|■ 1・L∫114:水」と1除 1果i力の |~峻 '|ソ 11ケE解ノ|(」 が施 liせの衛
′
li竹 111

に活躍します。しかも、生成には薬 ||,III類をいっさい使 :liし

ないため、安心してご使用いただけます。食品業界や権 ;

施設をはじめ幅広いシーンで、清潔な環境作りをサホー

トしますc

特許第 4820656-号

電 解 水 衛 生 環 境 シ ス テ ム

ヽ る人
The water protects your life.
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細菌への防衛力なら、「電解水」です。
細菌への対策として有効な手段が「電解水」です。

洗浄力の「アルカリ性電解水」。除菌力の「酸性電解水」。

電解水の二つのチカラが、細菌を除去した真の「清潔」を実現します。
水   塩水   水

電解水の生成に必要なのは、
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電解水の生成に特別な原料は必要あ|,ません,i必 要なのは
~水
」と|~ナ11i lと

~電
気」だけ.

水道水に含まれているカルキやミ不ラル、チリ、ゴミ
′
■を軟水器とフィルターを

通して徹底的に除去::この水と塩水を電気分解することにより、|~ア ルカl川■

電解水」と|~峻性電解水」が生成されます.

マイナス (― )の電極側から洗浄力の高いpH約 120の アルカリ性電解水と、プラス (十 )の 電極側から除
菌力の高いpH約 30(有 効塩素濃度20-70ppm)の 酸性電解水が生成されます _

[使用pH値ヨ
アルカリ性 酸性

■ 国 国 回
軸
■ ■ ■ ■

→

110～ 120
高い洗浄効果

´
[._、 二(1■ |||11■ 11■ tを ,iヽ lr 細苗を除よ

除菌効果
脱臭効果
漂白効果27～ 5.0

洗浄&除菌。W効果の電解水。
汚れの中に潜む菌も、効果的に除去します。

菌が汚れの中に浩んでいる場合、通常の除 |=|

剤だけでは菌を覆っている汚れにガー ドされ

てしまい、充分な除菌効果を発揮することが

できません^そ こで、洗浄力&除 菌力、W効果
の「電解:水」_ま ず、「アルカリ性電チli年水」で、

細菌の ,|‖l床や奥いの九となるたんはく質・油

脂汚れを分解洗浄 その後、 |~1慣性電子lr水」で
1摘を除去 します _

施設の衛生管理に。

電解水を洗濯水として使用した際の除菌効果

1唆 性電解水に合まれる次 I‖ i塩 素崚が高い除 I集1効 りtを た ||liし .洗 汁|し

ながら除由します _

さまざまな脅威を招 く病原菌を除菌
食中毒の原因となる大腸菌やサルモネラ菌、黄色ブドウ球菌、

腸炎ビブリオなどへの除菌効果を検証しました。

→

■
除菌・脱臭

漂白用

凩貪瑣 核悽瞑赳

同吻鱚赳隧蝙燒舅渕

|ド 痢l■ 国躊副日 I肺 炎〕
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年間、1,202件。※1

1日に3。3作の割合で、ぬ中毒は発菫している。

食の安全が ||||ばれて久しい昨今ですが、それでも

なお、食中毒の発生件数は 向ヽに減る気配を

'と

せ

ません。細菌やウイルスか ら身を守るには、 |~食 中

毒予防の 3原則 (菌 を付けない、増やさない、除去

する )」 や 「食品衛生 7S(整埋・整頓・清掃・習慣

付け・清潔・洗浄・殺菌 )」 を踏まえ、環境衛生に

ついての徹「Iヽ した施策が重要です。 これをサポー ト

するのが電解水の洗沖・除菌効果。調理」場・調 IIII器

具か ら、 食材・食品の保管 スペー ′́くまで。食にまつ

わる衛生管理に電解水が活躍 します。

食品売場に。

フロアから陳列棚まで_1七 解 水をスフレー容器

で使 |‖ すれば隅 々まで除 1累
「できます .

床・排水溝の洗浄に。

効率的な清掃作業に欠かせない高圧洗浄機に

も対応。「水」ならではの使い勝手の良さです。

キッチンまわりにこ

il11汁,の 水と同様に .|∵tⅢ イ'■ 二てl t_  t
i占 掃しなから川 |||lυ )午 ス、1_::^■ てit~「

お客さま用カートにも.

たくさんの人が触れる物 |こ こそ女二■  t■
れ等を分解しながら、 除 i萄・Jそ ―主■ _三 =

」
」

」

「安全・安心」な水

「水」、「塩」、「電気」から生成される電解水。

私たちが普段の生活でよく使うものを原料として「除菌水」や「洗浄水」が作られます。

「安全・安心」な原料から生まれる、「安全・安心」な環境を「守る水」.

この水を作り出す「マルチセル型電解槽」には、多くのノウハウと可能性がつまっています
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※1:平成27年の国内食中毒発生件数 [■202件 ]0早生労働省統計より)
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成 234

|1場管 ||||||||′ li人腸菌 ()-157や サルモネラなど、少数の

1某iで も感染・発症に至る感染型食 |||′ 1丁の集 |ヽ
ll発
′
liが

高齢 者施設で多く見られます。 1曽i齢 者は基 li楚疾患を

持ち、あるいは免疫力が低下している方が多いため

に、 どうしても感染の危険性が高くなることが否う

ません。そこで、電解水。衣類やシーツの洗濯を|ま

じめ、食器・食材、 介護用具、来訪者・職員の「 指

洗浄まで、
/li活 空間としての施設

`｀

体を
′
IL解 ア|(げ )偉 i

生力がカバーします。 しかも、既存の消′|∫液など.,

ような 「薬ィィマ」でないために高齢者施設でも安心 し

て使用できます。

洗濯水に。

洗浄と1除 |li、  電角′/水の へヽ効りtは 洗 |ィi:(■ 111t t
肌にもやさしいので敏感 |||しのノ′も安心です

′
=ヽ

拭き掃除に。

′LI町 |||1経 過後には効果・効能のない水にな

るたダ)11生 拭き要らずで掃除の 千問も省けます

ヽヽ

、じン́

食器・調理器具に。

清潔な調理環境のために。しつこい汚れの分

解や確実な除菌には漬け置きも効果的です .

」レ  ・′

清掃 ||1具 |こも
=

11:_ヽ ■ ,‐ _つ らい二t=lt ミス|ヽ 化したこ
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ノロウイルス対策にも。
平成 27年の食中毒息者数 22.718人のうち 1■ 876人 はプロウイ|レ ス|こ

よるもの*1.い まやノロウイルス対策は環境衛生の最重要事項といって

も過言ではあ l,ま せん。このノロウイルスを失活化させる手我として、

エタノール (消毒用アルコール)や逆性石鹸の使用はほとんど効果がな

いとされています=一方、有効なものとして厚
41i労 働省から推奨されて

いるのが「次亜ナ11i素 1悛 ナトリウム」*セ ただ、「次 |‖ 1111i素 酸ナトリウム

には金属腐食 1上があ |,、 プラスチツク製品やゴム製品も劣化させてし

まいます また、粘月典を痛め、手荒れするので、手袋などを着用しなけ
ればな |〕 ません,こ れに比べ、金属腐食性が少なくノロウイルスの失活

化に有効なのが、酸性電∫li水 _調理器具や手捕などを傷め 11く く、ノ

ロウイルスキ1兼 としての洗 i争 ・|な 菌に安心して使用できます ,

・` |.‐ 11・  |: `|・
‐| ■ ■‐′‖||」 |夕 |十 tl・ .1 '■ 1''1.■ 11・ | フ|.・ . ‐1- |― ,1バ ヽ

介護サービス施設の利用者数、およそ850万人○※2

婚の暮らしを、蘊菌・ウイルスカヽら守るために。



オフィスヒル、ホテル、商業IJ色設、1駅。イヽ特定多数の

人が集うハブリックスベースにおいては、往来する

人数の増加に比例して菌との接触確率も必然的に高

まります。だからといって、ある空間において病原

菌の保菌者を即時に特定し排除することは事実 li不

可能。施設管理者にできうる現実的な対策は、その

年間を最大限 「清潔」に保つこと。その要求に電解

水の洗浄・∫|ミ菌効果が応えます、また、 IL解水を使

った清掃な。ち i度拭きが要らず、 清 |キ ||の「 ||ll t,1レ ,|す
効率よい清掃作業が実現。管理する場所が多ければ

多いほど、電解水が役立ちます。

ホテルの客室に。

噴霧器を利用して客室全体を効果的に除菌。

脱臭効果でお部屋の臭いもすつきり。

ビルメンテナンスに。

人の通行が多いロビー、通路に。 三度拭きが

要らないため、 清掃も効率よく短時間で。

1蠣

鶴
・ ・
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毒
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商業施設に。

エスカレーター、 ドアノブ等、 不■ t多 ==D
人が接触する筒所も拭くだけて蓄章I:F

、
″′.

ヽ
′
′´

終
鶴 L、‐`1ヽ多.‐

「水」だから、「普段使い」ができる。

生成された電解水は、特殊な薬品など

を加える必要もなく、そのまま使用で

きます。基本的には「水」ですから、幅

広く、様々な器具と組み合わせて日常

的な清掃作業に対応。「普段使い」で

きる。この使い勝手のよさが特長です。

ヽ 町コ■

鴨Oα彗□
例えば、

こんな器具で

讐
重
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中 |1虻 || ス ~′ レ ー そ うさん、■ ,ワ   lit‖!性 ■■1_● .1■

+ 7"rr I 05t06電 解 水 衛 生 環 境 シ ス テ ム

宿泊者、年間85,000人○※3

腋抗力鰊低下した者鯰ヽ ら、ゥィルスは狙う。
※3:中規模クラスのホテル (定員数400)において定員稼働率60%を想定。
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トイレに。

「衷の玄関」とも呼はれる場 |千 た,ち こそ  ■
清潔に ,汚 れも山も史いもIL■ '1(て  11^_:

国■L

匿≡≡≡ヨ



/「乳に限れは、過去に発生した大規模な食中′1川 1件

を例にすると、製造加 |:|:場 での菌汚染がその原1人|で

した。しかし、その前段階、生産者における1:衆 境衛
′
li

も当然ながら重要です。わずか乳牛1頭あるいは搾乳

器 1台の菌汚染であったとしても、その後、牛乳の経

路となる貯留用タンク・運搬用タンク・工場において他

の牛乳と混じることで「交差汚染」を招く恐れがあ |り ま

す。生産の最 11流地点から、1果iを 1非除する.し かも、性

康被害の恐れのある薬品などは用いず、安全十二 そつ

課題を電解水が解決します。

作業器具に。

毎 |1使 川する器 It・ lll ltの 洗 |にこ ■ jt':な

ど、 家畜に触れる器 ltも くまなく除 |||し ます

畜舎の清掃に。

残留性が少ないため、畜合の清キ :こ t it■ :

除菌・脱臭で健やかな生育を十■一 _`ま す

トラクターの洗浄にも。

トラク々―や、 運搬‖1のトラック・ 保冷りilFな どの

除 lii・ |||[史 にも効 果を発打:し ます。

■■■

農薬 と菌から消費者を守るために。

生鮮野菜の輸入量はこの 20年間で4倍と大幅に増加しました。しかし

その反面、海外の生鮮野菜に関連する産品の安全性に関して消費者の

懸念が高まってきているのもまた事実であり、国産生鮮野菜への回帰指

向が強まっています。国内の産地に寄せられた信頼を維持・向上させる

ためにも、残留農薬の問題をはじめ収穫物にまつわる安全対策は必須

空気洗浄に。

冷却効果のあるドライミストとして噴霧。夏場の

温度管理と同時に畜合の臭いを抑制します。

条件c収穫後の野菜から残留農薬を低減させるにはまず充分な水洗

浄を実施することですが、この洗浄水に電解水を使用することで農薬

とともに野菜表面に付着した菌の除去が可能に。また、収穫用器具や

運搬用器具、流通用のトラックなど、収穫物の周辺環境に併用するこ

とでさらなる安全を確保することができます。

■■■

乳牛 1頭から、1日 26kgのミルク。
1頭で、約100人の健康を支えているO※ 4

※4:平成 26年農林水産省「畜産統計調査」および「食料需給表」より算出.

2歳以上の経産牛・未経産牛で換算。
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温浴施設の天敵ともいえるレジオネラ症。
5年間で、約4,300件が発生している〇※5

※5:国立感染症研究所 感染症情報センター「感染症発生動向調査」 (平成 21年～ 25年の 5年間)

|「症 |1市 炎を引き起こし、死に至る可能||の あるレジ

オ不ラ症。その原 1人 1菌であるレジオ不ラ属菌は、循

環式浴槽、冷却塔など、 ,品かく角機物の多い水が循

環 している設備の中において非常に高い繁殖率を不

します。 これらの設備では生物膜 (い わゆる
‐
ぬめ

り」)が 発生しやすく、レジオネラ属菌はこの生物膜
に生息するアメーバに寄生して増殖するためです。

このレジオネラ属菌対策にイl効なのが電解水。まず、

アルカ |り 性電解水が菌の,llil床 となるぬめ |,を 洗沖 .

続いて酸性電解水で菌そのものを除菌.ャ谷場から送

水用配管まで、幅広 く使用できます。

浴場全体に。

l末 に、 浴 1曹 に、 椅 I´ に、 タイルの |1地 に発′li
しやすいカビの原 1人 1苗 を除由します .

岩盤浴に。

自然の岩を設置したことで生じる岩盤の「くば

み」にも電解 水が 入り込み、 1徐 菌します。

サウナに。

素 |||し か触れるサウ十の中 |lil l■ ,■ _||: 二千_
けるlL子li′11水 利 |llて .さ まさまな「i■ ・|‐′_三

~1~

タオル・衣類にも。

菌が付着しやすいタオルや足拭きマッヽ
=

電解水を使用した洗濯でしっか |〕 と■ :■ しまず ,

電 解 水 常 生 環 境 シ ス テ ム + zrk I oT tog

コス トに強い。環境 にや さしい。

洗浄効果を有するアルカリ性電解水,こ の効果(1よ |)、 通常と比べて少
ない洗i」量で洗濯を行うことができます。また、洗剤量が抑制されるた
め、すすぎ行群が短縮.水道代が軽減されます さらに、電解水は常淵
でも充,)な洗浄効果を発揮するため温水生成のためのボイラー代も軽
減 さまざまな面からコストを削減します

ノブ、 r)'t':,t ilti十 二́′ .~〔 1‐ 、 IL ll. 1、 f́  ■   i ●:  ‐1  ■` ~  ‐I   _ :t
を発|■ した■.I● ,t i「

=.■  tt~_■
1■ 、
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ESS-300

目 E

「
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一̈

/

型 式

電 浙!

li与 11出」
',

クト,′・I )り :

11ti解水 1)lI

有効塩素|'曼度

生,,え量

ESS‐ 300       ■‐―
‐‐‐ ‐

■相 200V50子 I%/(10〔 12.■ OkVA(20A)

定格消費 11カ :2133/2413W｀ 1′均消費電力i17,W

)ド 2.015mn]× ′t行 800、1lln× 高さ1,800DrB

酸性電解水 :約 3.0アルカリ性電解水 :約 120(現 地水僕により調整)

20～ 70inJkg(燿 11本草により調整)

酸性電解蒸 :最大ゃ||1011′●ヽ アルカリ性電解水
:最大約 50η ′min`調 整可)

最大 9.000″ /1」 (11はな・ア
'|力
りo,■
=1流
■訴 水■ '.1,111〕〕01′ (■ C()、 ほ■|:,ll↓ にヽ いて )

酸11電解水 :約 30η /1,市 lアルカ|,4電解水 :約 1'()ψ /111n■ →11.■■綺Ⅲ
'椒
によ|″勁

酵‖比 解水 ::,00,ア ルカリ性電解水 :3(,(,′

乾燥薔■ /約 11751ヽ g満水時 :約 1,075kド

1よ 通 (給水,11(,2ヽ 1()ヽ lnt)

5て～ 35て は 紺防止ヒーター搭載)    .

屋夕ヽ tアンカ‐ボルトによる固定|         ‐

使用量日安

送水能力

貯水タンク

製ユl,■ ,4《

給 水
使用温度範日

設置場所

ESS-100

ESS―ZERO

l′

型 式 ~   ESS-10(,   ‐■|■
■ 1薇|||・   単情100V5011″||■

―
ム()kVA 12●A,

消姜t■‐  定格消費電 力 :1511′1711■ ‐平均消費電刀 1117ド

外形,法    幅 1・●50mlH/奥行,75h‐X高さ1.ヽ OOinm
t解水1,H   離性電解水 :口 J約 30アルカリ性電解4(:p11約 12('
有効11ま濃度  2('ヽ 6011、′.1、事 (現地水4及び用途によりi■ir,
′
11成ヽ

`      
魔■■解水:最 た約 1,′ /nilア ルカ

'′
‖●こ解′|(:1浅 ,、約 Fチ  !_千 : .::::■ :

長」、9.(,`,o,′
′
|11、

“

ほ確・‐',● :ザ ,台 ;|.■■.力 1水
"政
: .、 ,r]=(■ (()●

='||―
“

けにおいて ,

■,重
',′

351kg満 本l●・552k=      ■              
‐
.・|

liよ 本質基準適合 給水|::02ヽ 1 0MPa(逆止走流減圧イ1搭載 :02MPa 2● L′五●:

古 1上力い /`′ らヽないこと

使用量目安

製品重量

給 水

排 水

使用温度範囲

設置場所

5・(ヽ 135で

`内
(床置式.要 |」 :気設|].:束紺・■●したい」′,所であること|

.■ .―■.|

ヽ チ ↑′
炉

■ 隣
0匡 l● ● ◎藪

園

◎
　

・
∩

守る水

31 式     1lSS― ZER()

電 源      :II1100V 5011′ /6011z l()ヽ VFヽ 11()ヽ
'

■7々鮎ノ」    ,ti`消 費it'サ :650W｀ F均消
`『

■力:113ヽ、

外形 1ヽ法    ,臨 5()()ml]〕 X奥行 5001illi、×高さド201111ll
tt解水 Iメi    液性電解水 :約 1'0アルカリ性電解水 ;約 12.('(現 地本質により調挙)
イ,効Ⅲ率11'蔵   20～ 70 nig/1,g(現 地水質及びfB途により調整)
■Ⅲ旱|■■_   腋性電解ボ1最大詢‐■:0′ /minアルカリ性電解水:liセ大約5.02'min(調静可)

最り(2.00て ,″ /F‐ 1(1は薇・ア,'力 ''の●」[',1,■ .11水II(度 :111nH.(■ C('1'''.(1_|｀ ||,におい0)

乾燥■■ 7約 72kg

Iプk通 (綸水■102ヽ 10ヽ lI｀′i,

デケチli力
'か
からないこと

てヽヽ 35て

P内 (床世式、要排気設備.凍結・結露しない
'1,所
であること)

使用量日安

製 II古・,1:t

綸 水

l非  水

使用温度範囲

設 1置場所

酸性電解水、アルカリ性電解水、貯水タンク各3002。

本体内部に断熟材を施した (寒冷地仕様 :ESS-300-K】 もございます。詳細につきましてはお問い合わせください.

タンク容量 1002。 中規模施設に最適なタイプ。

回
。

タンクレスタイプ。貯水 0リットルで驚きの省スペースを実現。

機 雪

守る水
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安全に関するご注意

●ご使用の前には取扱説明書をよくお読みのうえ、正しくお使い下さい.

●補充」1で、水、塩などがこばれた場合は速やかに拭き取ってください。

●電解槽、電気制御盤には高1七流が流れていますので、決して触れないでください。

●||,倒 防 |11の ため、必ず本体田定金 ltを 取り付けてください 転倒防 |11対 策を行っていないと、地震等の |サ

`動
により製品が転倒し、ケガの原因とな:)ま す _

●寒冷地に設置する場合は、必ず凍結対策をしてください.

●据イヽ」li」「、電気 |● l'、 |li己竹 |:.1「等が必要です .オD買い |げの販売店にご|ll談 |・ さい.

●lL解水の′卜成に使用する水は、水道水を使用してください

●このカタログしの製品から生成される電解水は飲用ではあ 1,ま せんので、決して飲用しないでください.

●このカタログ トの製品から生成される電解水を容器に入れて販売しないでください。

●電解水は他の薬剤と混ぜないでください。

●このカタログ上の製品は医療用ではありません,

●製品の分解、改造は絶対にしないでください.感電、火傷、重量パーツが外れ、大ケガする可能性があります。
●ヒーターによる火傷に |‐分注意してください。

●このカタログ上の製品はLI本 国内仕様です_海外では使用できません。

ご購入に際しては『設置上のご注意』、『保守と点検について』、
『使用上のご注意』の内容を必ず事前にご確認の上、ご購入ください。

●搬入について

搬入日、搬入経路は、事前に 卜分な広さがあるか確認してください。

●設置場所について

・設置場所は平らな、舗装された場所を選んでください。アスファルト舗装のような地盤の弱い場所での設置に際しては、本体重量による地盤のltみ込み防止策を行ってください。
・本体の固定金具は、確実に取り付けてください。転倒防止策を行っていないと、地震等の振動により製品が転倒し、ケガの原因になります

=

・屋外に設置する場合は、必ず屋根を設置してください。

屋内に設置する場合は、サ1ぇ売店・メーカーと相談の 11、 換気対策を行ってください。
・製品に水をかけないでください。特に電気部品に水がかかると漏電のおそれがあります。
・装置を移設する場合は、お買い求めの,1反売店もしくはメーカーまでご相談ください。

●配管工事について

給水圧は、指定の範囲内で使用してください。
・給排水配管工事は、必ず販売店または専門業者に依頼してください。

給排水配管工事の際は、配管用の穴を壁もしくは床にあける場合があります。工事内容は販売店または専門業者にご確認ください
=

'■置の収、,扱いに関して |~管理rif「 :′ |を選ひ.:|(|1投 いゃ中検1女■,||!rt f「:者が行ってください
1記 411'|||ピ if「

`は

il」に |'1近収扱説|り 1吉に■,る ||.検を行い.´″)li己 f,1を |1作 |_て ください
こ1/,カ タログ|の 製品は、,L期点1・′tお よひ性||||.ノ )メ ンテナレスを区要とします 故|■や.li故を木然|[|`サ くた1',「 .少■(二 1 .    1. _ :  〔 ― ―、 ・.  ―́  =`
|十てくた｀ヽ ヽ

少なくとも週に11‖ |は、ユーサーによる消|[lll「 1の 111,,よ 竹|)充 作業を行ってくたさい_

IL解 水の水質、′L成量は、原水の水質などによって変動する手があ 1)ま す _

IL研 水は |liし い丁=順や方法で使用]する1'て 能力を

`辞

11し ま十 1111辻 った使ぃ方をすると,L解水の′効‖tが得られな ,ヽだ |― ■ .∫ ■ | ′.| 三   _ : :・  =:  r  lこ .I
tく ださtヽ

|'|′ |:IL″ (水 のみを
'、

||||=使 用する場 合 ||ィ、なと
''11‖

|;・ :よ .1分 な]奥 気をおこなってください また.Z■ ~|`,な 人て｀~■~1=_■  ´三
1ヒ解水は保作状態 保存川|||||に よ|)性 ['1か

'(き

く変 |ヒ しま
―
:~ 慣′J. ||'り:ti′ドイ||の水を入れ林ぇてくたさ|・

ILイ 1'`水 を貯水している●器、また11タ ンクげ)|11を 11'||′ ′
'′
き|`ま ないてくたさい

IL解 ノ|、を貯水している年‖|、 またはクノクに人気を近´
'Iす
ない

~〔

ください

|し |」 (水 を使 |||する場
/｀、皮晴の弱い方は

「
が荒れることがあ |,ま すいて、使用」後はハァドクリームなどの I`」 をイ」:|か .ま た II:i.1・ ,:1~_  ´三

安定した品質の電解水を生成するために塩は指,Lの 1,を 使‖‖́ てください _

中和剤はとヽず指定のものをご使用ください:「 lj版の11径 成分の■なる中和剤を使用したり、別の中和剤を投入すら二・■1:ヽ |三● : ・_■  r~ ‐: _ _:  1 ■~■ .I■
にな|,ま す .

メ′テナ/ス 契約につきましては、販売,Iiも しく|ま メーカーにお問い合わせください。

定川交換部|1占「イ1刈 」

本体部 |||llの  部は定すりl交換 )41`品 です
定時間使 ||1後、交」彙が必要とな |,ま す

消 IL謂1 子チ||

:二′)|||:〕 ||∴ 111尚 |[|||||の ため.設 ||′ 1畿 l il~間 ¨||｀」||||ィ ||‖ |ヽ 1争外
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|

|こ oリカ
'「

1クの記載 |ザ、「谷は 201(ヽ 年 1ヽ 11'I:`||,■

",=―
.1~

設置上のご注意

保守と点検について

使用上のご注意

電解槽 1800時間運転時もしくは1年 (使用源水の水質により変動します)

糸巻きフィルター

活性炭フィルター

3～ 6ケ月を目安に交換
(使用原水により変動)

PLCバ ックアップ用電池 1年

チュープポンプ用交換チュープ IH,0‖ |_|||サ |■
|11.||IFも L(は 1年 1.Ⅲ lllLI水

`′

,水 tl11■ |,生 動|_■ 1

塩

lll .し :‐・ :■ | .・ 1 :  ~, _
,十 :ι .■ _・ = :_「
ilt'、 ■■. ‐■‐: ‐∴..:

||・  ́|■ ,t・ 1、 _、 二|こ 三 _`j_it~
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製品及び仕様について正しい内容のご確認のため、ご購入前には必ずお読み下さい。

衛星管理用電解水生成 システム 守る水 109/10

品名 交換時期の11安



安全に関するご注意

●ご使用の前には取扱説明書をよくお読みのうぇ、■1し くお使ヽヽ いさい.

●柿充等で、水、塩などがこはれた場合は速やかに拭き取ってください.

●電解槽、電気制御盤には高電流が流れていますので、決して触れないでください.

●転倒防 |11のため、必ず本体問定金具を収り付けてください 〔|● 倒 (り |11対 策を行っていないと、地震1)の振動により製品が転倒し、ケガの原1人|と なr)ま す ,

●寒冷地に設置する場合は、必ず凍結対策をしてください

●据 |」 |:り |、 lL気 |:」「、|'i」管 |■ 1'等がと、要です お買ぃ 11け の販売店にごオ||1淡 ドさい.

●電解水の生成に使用する水は、水道水を使用してください

●このカタログ llの 製 |1古 から生成される電解水は飲用ではあ |)ま せんので、決して飲‖jし ないでください

●このカタログ上の製品から生成される電解水を容器に入れて販売しないでください。

●電解水は他の楽剤と混ぜないでくださいぅ

●このカタログ上の製品は医療用ではありません,

●製品の分解、改造は絶対にしないでください。感電、火傷、重量バーッが外れ、人ケガする可能性があります .

●ヒーターによる火傷に十分注意してください ,

●このカタログ 11の製品は日本国内仕様です.海外では使用できません。

ご購入に際しては『設置上のご注意』、『保守と点検について』、
『使用上のご注意』の内容を必ず事前にご確認の上、ご購入ください。

●搬人について

・搬人日、搬入経路は、事前に十分な広さがあるか確認してください。

●設置場所について

・設置場所は平らな、舗装された場所を選んでください。アスファルト舗装のような地器の弱い場所での設置に際しては、本体重量による地盤の沈み込み防止策を行ってください。
・本体の固定金具は、確実に取り付けてください。転倒防止策を行っていないと、地震等の振動により製品が転倒し、ケガの原因になl)ます・
・屋外に設置する場合は、必ず屋根を設置してください。
・屋内に設置する場合は、販売店・メーカーと相談の 1■、換気対策を行ってください。

製品に水をかけないでください。特に電気部品に水がかかると漏電のおそれがあります。

装置を移設する場合は、お買い求めの販売店もしくはメーカーまでご相談ください。

●配管工事について

・給水圧は、指定の範囲内で使用してください。

給排水配管工事は、必ず販売店または専門業者に依頼してください。
・給排水配管工事の際は、配管用の穴を壁もしくは床にあける場合があります。工事内容は販売店または専門業者にご確認ください。

共 ||'1の 11(ヽ )扱 い |こ 関して 1竹ナ||!責 千千者 |を 選ひ.収 |,1崚 t,ヤ |1検 1上 竹」|||ltlイ「 者が行ってくたさい

|1占 |'||1責 |「 イは過に |,I」 kl,y lil[|り |,||‐ にある中■
`:を

行 'ヽ.そ ′)記録を11作 してください

このカクロク |の 製品は.定 川 中■,tl,よ |,代 ||||`′ )メ ンテ→′スを区要としま | |litl■ や
.1:||ltを
」t然 (11:'′ (た ■ .二 .ν

=:=: i.  :. _ :   : 
― ― I   .― , '■ 4

1ヤてくたさい

少なくとも|」 に 11‖ |は、ユーザーによる消 |モ |||llの 確認

`|li充

作 |:を 行ってください.

電解水の水質、生成量は、原水の水質などによって変動する事があります。

電解水は正しい手順や方法で使用する事で能力を発揮します。間違った使い方をすると電解水の効果が得られないだけではなく、不具合を生じる可能性もあ1)ますので、1分ご注
意ください。

酸性電解水のみを大量に使用する場今 (床などの清掃)は 、十分な換気をおこなってください。また、必ず十分な水ですすぎをしてください _

電解水は保存状態 保存期 |‖により性質が大きく変化します。極力、一日毎に容器の水を入れ替えてください。

電解水を貯水している容器、またはタンクの中を直接のぞき込まないでください。

電解水を貯水している容器、またはタンクに火気を近づけないでください。

電解水を使用する場合、皮膚の弱い方は手が荒れることがありますので、使用後はハンドクリームなどの塗布を行うか、または使用時に手袋をお使いください,

安定した品質の電解水を生成するために塩は指定の物を使用してください。

中和剤は必ず指定のものをご使用ください。市販の粒径 成分の異なる中和剤を使用したり、別の中和剤を投入すると中和効果が得られないばかりか、思わぬ事故につながる原因
になります。

メンテナンス契約につきましては、販売店もしくはメーカーにお問い合わせください。

定期交換部品〔有料〕
本体部品の一部は定期交換部品です。
一定時間使用後、交換が必要となります。

消 |モ |||||1 了」■|

:こ |''部 |||∴ ltilサ |・ιl:|IIIのため. 設li′t後 |イ |:円 oり
``'|li rキ

:|||l kl象 ″| -1-
:こし
'カ
タロケの|1己 ,likl'ヽり容「12()1(,1‐ ■|ヽ ,11,11′ 11し ,F,t′ て 1

設置上のご注意

保守と点検について

使用上のご注意

電解槽 1800時間運転時もしくは1年 (使用源水の水質により変動します)

糸巻きフィルター

活性炭フィルター

3～ 6ヶ月を目安に交換
(使用原水により変動)

PLCバ ックアップ川電池 1年

チュープポンプ用交換チュープ lド ()()‖ |‐ ||11■ |に‖l‐ も1_(は 1年¬仕||1源 ′kブ ,水
=tに
よ.,サ 動ヒ芸i.
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製品及び仕様について正しい内容のご確認のため、ご購入前には必ずお読み下さい。

街星管理用電解水生成 システム 守る水 109/10

品 名 交換時

'切

の目安


